
Fサラダ記念日』から25年

短歌の世界では空前のベストセラーとなった『サラダ記念日』は、今年で出版25周年を迎え

ます。作者の俵万智さんは当時、神奈川県立橋本高校の国語教師を務め、教師生活を送った

4年間は町田市に住んでいました。

「寒いね」と話しかければ「寒いね」と答える人のいるあたたかさ

俵さんは、小さなきっかけで揺れる心を、時には自身のなかに秘めてしまいがちな感情を、あり

のままに、豊かに表現してきました。日常で誰もが抱くささやかな気持ちを親しみやすい言葉で

綴った短歌は、多くの読者からの共感を得ています。

近年は子どもと過ごす時間を大切にし、日々めまぐるしく変化する子どもの表情、それに伴う自

身の新たな心境を短歌に刻んでいます。歌集『プーさんの鼻』や『か－かん、はあい』、『たんばば

の日々』など、現在も子育てに関する著書を執筆しています。

本展覧会では、これまでの歌集のなかから、子どもや家族、恋人など身近な人との日々の出会

いから紡ぎだされた短歌を、写真やイラストとともに視覚的にご紹介します。三十一文字により繰

り広げられるひとつひとつの物語から、人を想って揺れる心、愛しき人への素直な想いを感じて

いただければと思います。

▲色紙「水仙を」

オープニングイベント

「ももんちゃんとあそほうimことばらんど」
よみきかせ／とよたかずひこ（絵本作家）

4月21日（土）10：00－11：30

悪霊ク監霊完忘≡讐孟階展示主　　題罷

0「短歌の変貌と俵万智」
講師／小高賢（歌人）5月19日（土）14：00－15：30

◎「俵万智さんの短歌について」
講師／種村弘（歌人）6月23日（土）15：00～16：30

①（むとも会場／町田市民文学虎2階大会議室　対象／一般

定員／80名（申込順）申込／4月11日（水）1200～

町田市イベントダイヤル　℡042－724－5656

短歌ワークショップ

0「万智さんの短歌とコラボでつくろう！」
講師／天野慶（歌人）7月7日（土）14：00－16：00
対象／一般

◎「つくってあそほう！みそひともじ」
対象／小学3～6年生　5月12日（土）14：00～16：00

①壇）とも定員／20名（申込順）

会場／町田市民文学館2階大会議室

申込／4月11日（水）900－　町田市民文学館カウンターか電話

サ　ラ　ダ　記　念　日

怯む寄与J

▲rサラダ記念別
（河出書房新社1987年）

関連イベント

俵万智たわらまち
1962年大阪府生まれ。早稲田大学第一文

学部在学中、歌人の佐佐木幸綱氏と出会い

作歌をはじめる。1987年上梓のFサラダ記

念日』で第32回現代歌人協会賞を受賞。以

後、歌集『チョコレート革命』やFチョコ

レート語訳みだれ髪』などの話題作を発

表。そのほかにも、エッセイ、評議、紀行な

ど幅広く執筆活動を続けている。

▲Fプーさんの鼻j
（文整春秋2005年）

日時／展覧会期間中の第2、4水曜日
10：30～11：00

会場／町田市民文学館2階展示室　　　　申込不要

対象／就学前の乳幼児親子　　　　　　先着10組

展示解説（ギャラリ「卜Tク）．

4月24日（火）、5月6日（日）、22日（火）、

6月9日（土）、19日（火）、

7月6日（金）14：00～14：45

会場／町田市民文学館2階展示室
申込不要

ことばらんど短歌コンテスト

展覧会期間中に、短歌を募集します。「ことばらんど賞」に

選ばれた方には、素敵な景品を差し上げます。みなさん

奮ってご参加ください。7月8日（日）には表彰式も予定し

ています。

受付期間／4月21日（士）～5月31田（木）

受付場所／町田市民文学館1階カウンター

馳紗あ
町田市民文学館2階大会議室は、会期中の毎週
水曜日10．00～16：00、親子でゆっくりくつろぎ

遊べるお部屋となります。

町田市民文学館
ことばらんと

〒194－0013東京都町田市原町田4－16－17

TEL：042－739－3420　FAX：042－739－3421

トJR横浜線「町田駅」ターミナルロから徒歩8分

l小田急線「町田駅」東口から徒歩12分

表紙／稲越功一撮影
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